
　　　　

6 年 12 月 1 日

14 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

支援プログラム
事業所名 翔～Ｑ～ 作成日

法人（事業所）理念 　様々な療育、活動を通して日々の喜びを感じながら子供たちの人生が少しでも豊かになるように子供達と向き合っていきます。

支援方針 　個別療育、集団活動をはじめ、バリエーションに富んだ活動を提供し子供達の総合的な成長を図る。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

〇ADLの成長を図る生活訓練（トイレトレーニング、箸の使い方、衣服の着脱、歯磨き、片付け、清掃/等）

〇公園では、ボール遊び、アスレチック運動、ランニング等を行うことで体力、身体機能の向上を図る（週２回）
○ダンス、ヨガ等の体力、体幹トレーニングを取り入れ身体機能の維持を図る（活動に限らず日常生活内でも実施）

〇お金の勉強、実際に道路に出ての危険認知トレーニングの実施（個別支援時）
〇様々な社会資源を利用した集団活動、買い物体験等（主に休業日実施）

〇構音運動的側面を中心に舌や口腔周辺の動きを誘導し、発話明瞭度の向上を目指した発声発語訓練を実施（言語聴覚士による実施）
〇読み書きの土台となる音韻意識や音韻抽出等のスキルの獲得を目指した言語発達訓練を実施（言語聴覚士による実施）

〇様々な社会資源を利用した集団活動、買い物体験等（主に休業日実施）
○コミュニケーションのやり取りの中で、相手の気持ちの理解や場面に応じた言葉の使い分けができるようにSSTを実施

主な行事等

季節の行事：春（卒業式、花見等）　夏（川遊び、海水浴、夏祭り等）　秋（妙円寺参り、運動会等）　冬（クリスマス会、忘年会、初詣等）
他、法人内施設（翔～ステラ～、翔～ＣｏＣｏ～）との合同活動

家族支援 〇保護者会を開催し、保護者へ福祉の情報提供を行う 移行支援 ○目標とする進路に向けての相談支援やその方向性に向けての準備支援

地域支援・地域連携 〇関係機関との連携を図り情報共有を行う 職員の質の向上 〇定期的な研修の実施（身体拘束、虐待防止、福祉サービス知識等）


